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１ はじめに 

大阪市が管理する橋梁は、平成16年4月1日現在、

755橋、延長46.5km、面積70.6万㎡であるが、都市

基盤整備が著しく進んだ昭和初期と高度経済成長期

に集中して建設されてきたため、近い将来、高齢化

に伴う劣化が一斉に進行し、維持更新費用が急激に

増大することが懸念されている。このため、限られ

た財源を有効に利用しながら、将来に於いても防災

や交通等に対する機能水準を維持するためには、よ

り精度の高い将来予測にもとづき維持管理を行う大

阪市橋梁維持管理システムの構築が必要である。 

また、加えて、本市管理橋の特徴として、①鋼橋が

全橋面積の約9割を占める、②1橋当たりの橋面積が

大きい、③都市景観の形成に寄与している、④歴史的

価値を有する橋梁が多くある、⑤合成桁・長大橋・浮

体橋等橋梁技術の発展への貢献、等があり、これらの

特徴を踏まえて、大阪市橋梁維持管理システムを構築

していく必要がある。 

本稿は、システム構築過程にある中間報告として、

その取り組みの概要について記述する。 

 

２ 大阪市橋梁維持管理システムの全体像 

 大阪市橋梁維持管理システムは、①大阪市橋梁維持

管理ガイドライン（案）、②劣化予測・資産管理システ

ム、③データ－ベースから構成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①は、橋梁維持管理の目標、特性を踏まえた対策方 

針、将来予測と具体的な維持管理方針などを定めるも

のである。②は、①の将来予測を行う上で必要な将来

の機能水準、費用、資産の推移を算出するためのアプ

リケーションである。③は、①②の土台となるデータ

ベースである。 

特に、財政状況が厳しくなる中で、橋梁のサービス

水準を効率的効果的に維持してためには、劣化予測に

もとづいた精度の高い将来予測手法の確立がもとめら

れる。 

 本研究では、橋梁を維持管理していく上で、コンク

リート床版、鋼桁塗装、舗装（防水含む）、伸縮装置を

最も重要な部材と考え、この４部材を中心とした劣化

予測および維持管理費の予測を行う計画である。 

 本稿では、本市の予算のうち最もウェィトの高い、

鋼桁塗装の予測について紹介する。 

 

３ 塗装費用の将来予測例 

 本市が管理している鋼橋の塗装面積の全体は、515

橋、約220万㎡である。 
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b)臨海部 

図-2 劣化曲線 
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図-1 システム全体像 
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本市が管理する橋梁の塗装系はポリウレタン樹脂塗料

であり、点検結果にもとづく劣化予測を実施した結果、

図-2のようになった。なお、環境による劣化速度の差

を反映するため臨海部と内陸部の橋梁で劣化曲線を分

けている。また、損傷の多くは端部であったため、点

検データから中間部の劣化曲線を設定することができ

なかった。そのため、中間部の劣化速度は端部の 50%

としている。 

 この劣化曲線をもとに、本市の鋼橋全体について、

ライフサイクルコストが最小になるよう、平均機能水

準および塗装費用の推移を予測したものが、図-3であ

る。 

 それぞれ、ライフサイクルコストに従い、機能水準

4.0以上を今後 100年間維持する、装塗替えを実施す

るならば、予算にばらつきができる。 

 現実的には、予算制約があり、一定の予算のもと、

機能水準4.0以上を維持するためには、図-4に示すと

おり年間12億円の費用が必要となる。 

 ここで劣化予測データをもとに、中間部の塗替えを

端部の２倍の周期とする部分塗替えを採用する。そう

すると、今後100年間の年間必要予算は、図-5に示す

とおり年間5億円となる。年間5億円未満となると、

機能水準の低下が著しく進行する。 

以上の検討で得られた結果をもとに、管理会計情報

を作成した。本研究では、会計処理方法として繰延維

持補修会計 1)を用いた。内部で管理することを目的の

管理会計としたために、ライフサイクルコスト最小と

なるときの補修費用を資産額と考えた。 

図-6は部分塗替えを実施したケースについて、予算

5億円/年の予算ケースにおける正味資産額の推移を示

す。本検討では正味資産額＝資産額－引当金とした。

図-6をみると機能水準の低下に伴い、正味資産も低下

する。しかし、2070年頃からは正味資産が回復傾向に

あり、5億円/年の予算で塗装の機能水準を維持するこ

とができることが会計情報を通して判断することがで

きる。 

 

４ 今後の課題 

 今後の課題としては、床版、舗装、伸縮装置も含め

た、維持管理費用と管理水準の将来予測を行ない、維

持管理に必要な予算がいくらであるかを算出していく

ことがある。そして、この将来予測にもとづき、架替

対象橋梁の抽出、最適な維持管理戦略について検討し

ていく必要がある。 

また、本システムでは、年度後に部材別に補修が必

要な橋梁の順位を抽出する機能を持たせる予定である

が、最終的な判断基準となる目標や維持管理方針を定

めたガイドラインを策定していく必要がある。 

  

５ おわりに  

本稿では、2003年度から検討を始めた大阪市橋梁維

持管理システムについて、2005年3月における検討状

況を取りまとめた。 

 今後は、上記課題について研究し、2005年度内に全

体を取りまとめていく予定である。 
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図-3 ライフサイクルコスト最小の補修費用 
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図-4 予算12億円/年の補修費用(全面塗替) 
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図-5 予算5億円/年の補修費用(部分塗替) 
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図-6 予算5億円/年の正味資産(部分塗替) 
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